




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































古 古 古 教育
輿 輿 輿
を咲 Qこ そこ
出版わ しむ れる･ フ
古.輿 . 古輿 古輿 .香
堂
莱しむ 親しむ 出.∠ゝ_ー=コ 出版フ
垂
古輿を咲 古典を莱 古輿
Qこ釈 .庁も聾を籍わお Lち Lち
つ ラ つ












































































































響 ホ己行文 和 歌 随 筆 物 語 ジヤこ/ノ=芸翠言己 説請 初期
3 3 3 2 2 1 1 学
お 警 歪 ′ 先 千 弓≡ 竹く 然 草 家 治 敬 校
の細道 今 妻 草 子 笠 忘物語 笠 【国宅≦芋
1 3 雲 量 2 2 2 1
竹坐盟i5lヨ おくの細道 徒 枕然 草草 子 千家笠 敬笠 教育出版
今 妄
3おく 3 2千家 1竹敬警 肇 ･省堂
の細追 今 古今 笠 笠 出頃
3 3警 肇 2 1 2 1 ･要.庁もく 然 草 平家 取
･の細追 今 寺 草 子 質 笠 杏籍








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































教 材 教材名 戟料書名
説 あ 原 原 あ 原 あ 原 革壁 姫 学ヰ交図香午
明 EI の物守&l竹敬請
l 手 す 翁 + ふ 十 の ヲ∈ す 宵 + 物 す 今 + l
蓋 雲 雄 萱 じ 蔓 書 芸 じ 要 芸 等
Zち 原 あ 原 脱 竹 戟育
ら 文 ら 明 敬物請
右 す 一L､ カゝ + 帰 翁 す 今 + I
言己 じ も カゝ 現 る の じ ○ま 現 日
の な る 代 こ 家 督 代 本
原 カゝ 穣 苫吾 と で ､ 三吉 ゴ故
:史: り iこ 訳 を カ ゝ 竹 訳 古
の ○ナ ー + 打 く- 取 十 の
続 り 宵 脚 ち や ～ 脚 物 出
き ○ う 注 明 女臣 う 注 冨吾 版午
カユ ち ーナ の つ ｢
轟 誓 書 等 己 叢
わ i で カ ユ う 物
り あ ら て 雷吾
-ま こ ♪ 月 ゐ ｣
で 昭 文 の ブこ
ーま 都 り
む へ ○
説 現 原 あ 富 見 原 悪 党 わ
明 ら 明 明 たし
古 -｢ L L 中 + く - こ 天 + の カ ゝ す l 今 + l
9年 竹 古 感 将 現 ○ き 人 現 失 く - じ 竜 一 iま 現 日
に 取 典 へ 取 代 こ の 代 敗 や 典 骨 代 本
よ 物 に ど り 言吾 と 中 富 吾 姫 の ､ 語 庇 ち
る 冨吾 描 ､ つ 訳 Z転 に 訳 の 定 竹 訳 舌 と 省
自 L- カゝ カさ れ + り ー + 皮 + の 古輿 I 堂出版
己 で れ こ ト は I 脚 ¢ナ 持 脚 長 ～ 脚 作
要 望 こ き 去 注 1 - 宝 旺 去 主 任 晶
全 霊 ○ 這 豊 富 会 己 讐 かく一
心 の 砦 学 芸 挙 蓋 藍 や姫の物請 午冨 義 挙 蓋 を 声
祝 あ lJ訳 竹 垂
明 ら 文 敬物請
平 ｢ l で 解 す 今 +
安 竹 ｢ の じ G ま 現
の 取 竹 家 育 代
人 物 取 で ､ 語
々 冨吾 物 の 竹 訳
の ｣ 雷吾 カ ゝ 取 + 原
｢ の ｣ く- i 脚 出
竹 芙頁 の や う 注 版午
取 言古 ジ 女 臣 つ
笠 プ 蒜 己
L- }レ 育 う
の と カ ユ て
楽 作 ら ゐ
し 者 昇 た
.み . 天 り
方 ま
あ あ 原 あ あ 原 竹 光♯寸図香午
ら ら 文 ら ち 二丈 敬笠
中 大 す 匠 す を 一そ こ こ + 閤 く す 子 ｢ 右 す +
納 納 じ た じ 折 の と れ 現 険 ら じ の カゝ 冨 己 じ 今現
言 雷 ち り 山 カ ゝ や 代 富炎 も ■ 冨古 く- の ーま代































































































































































































































































































































































































≡ 了を 物 古 古 古 ｢ 王堅
; 文 吉吾 典 典 -9畦 竹 解
… の の ; と に に }扱 ､を
… リ Zち 蔓 は 親 -k l 物 探
: 71' ら 何 し す 吉吾 め
: ム す : カ ゝ む る ｣ ､
… を じ 一 を 興 の 広
; 感 を 知 味 世 Iプ
: じ と り . や 界 る
















発 展 内 容 方 法
● ● ● ● ● ●■●●● ● ●●●
竜 一 的 ｢ あノレ 五 み と言吾文三言花｢ 今 二亡 者 末 硯 そこ当丑自
典 吉吾 御 ら1 人 一考りJTEん 竹 と 失 読 蓑 代 ま時場 分
作 を 伽 すプ の 話 え手kこで 取 昔 し す 祝 言吾 との人 の
品 霞売 二苧 二 じlこ 合 てカ-iま考 物 で て る ーーノ 訳 占う人 今
を む 子 杏 .分 公 う t,､ と え 吉吾 ○ま * Ol三l の と る 々 持田 を
吉元 ○ ｣ 主氏 カ -, 千 〇 る 地め 六二 ｣ ､ 耽 _ セ T o J) の
み 孝二■こ土ニ讐 曇 芝 れ ′一 ._ の ｣二 る こ hO'3; 鷲差 毒 ･ ● し ､ 文 も 行 え
I良一こ て 教 ○ま のfTm J 糾 何 生 O と盟 朗 読実売 み を の知 言 の 動と るし ノヾ :窪 を カ } 活 す 慣 る 菓 見 性
芽 室す て ､ せこ を や i:7P蒜 る れ D ijユ プチ 格
雲 発 な 一 人･ 一｢ i一 + + . o る し ヽ や (r )考 迎
る 警 す 十 十 十F'｡ 7うゝ ¢デカ ゝ ● 仮 え し ヽLO る Iナて 朗宅宍h. 義 ヽ プ チ をーこ 話一二一
守響れて 斑 ｣I i) i : しるヽ間をこつ L に蔓 毒る 葦雲毒す し言葉と窓 LL ､ 合て う言古 ○_.eLlニーし ヽきた 呈 る 封 ミ文 毒






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































数 1オ 教LM名 教本汁毛聖F名
冨見 原 あ 説 原 説 . 源 .学明 文 ら 明 . 文 lD :i IF
更 耗 撒 液 l 先 晩 + 斤目 滋訳 す l ■ 祇 + I 争 校
新 頂 ]二百 頂 ｢ IL 敗 傍 谷 ⊥毛 じ 右 図 傍 ｢ 舌 L l刃
と 巻 弓堅 巻 -q Z. の れ 沿 三 直 の 冨 己 楠 田 三 平再 に に 史 家 ELj に + 契 挙 の ∠』 + 家 蛋 =廷F
生 込 お 持 物 し ､ iナ 脚 力 ～ 兵 曹 コ i 脚 物 史
ロにユーこ め ¢ナ つ 雷吾 与ま れ 百 三 平 カ > 述 こ ♪ 注 語 1 当 エロロ 奉
よ ら る 異 ｣ 進 ¢ゴ 散 ら に と ｣ り
る れ -12 本 の み ー 盛 - 込 へ と l
文 た ネ L 興 亡ナ 穴 旨 を の め Qこ 古ま 二叶 t +
イ ヒ エF P E1 本 れ 谷 発 谷 ら '風 豪
の 家 院 O 次 兄 の わ の 物
継 - . 良 rS す 合 た 前 訂 吾
承 P .ヨ 直 る ぎ指先 意 の
へ 実 ま に 味 塵
の ～ で お Iこ
!監 斥 旨 し ､ 同
し ､ 谷 て じ ■
め -i
孟妃 あ 原 2ち 言見 原 敦 教明 ら 文 ら 明 文 盛
こ / I 右 づ - あ 汀 + 弓 l - す l 祇 + C1) 育
ノレ -｢ 記 ● じ て ○こ 傍 き の じ ｢ 固 現 皮 仕_I.
ー 平 の て う 注 返 谷 平 精 代 期i 版p 内 家 記 さ ち + す の 家 舎 語扶汝 物 述 め ヒ 脚 ○ 合 ' 物 ～ 訳
管 語 の ざ -,)ミ 江 最 語 ひ . + 家 奉
｣ 絞 め ら ～ ｣ と 脚 物
の き と ん 角 B の へ 江 請
伝 ～ 泣 . と 谷 一二勺 Qこ
承 直 き す の 容 風 .
プチ実 ゐ る 口平 の
法 tlj. た i ぴ 前
一家 る 初 J] カ -, の
作 O を ¢ナ 魔
老 廠 ーこ ○こ
○こ 敦 同
ジ 押 盛 .じ
ヤ し カ -A
原 あ 原 辛
文 ら 文 家
穴 伝 只 ES + 穴 旨 清 す 祇 + 鞄 省
谷 谷 硯 谷 盛 じ 園 現 言吾 堂
カ -1 一 代 次 の iy I 出
要 事 霊 蔓 蔓 蓋 霊 蓋完期 版蚕
葉 書 蔓 誓 一 貫
言見 原 あ 辛 . 二束明 文 ら 家
｢ 作 l 氏 こ + 一字 - 平 せこ 勇 声 す 物 京
対lS者 -｢ ー ろ 現 - 家 至 永 じ承 ､平 え 与ま 代 カ三 の る 二 請蛋 諾与 内 家 U- 二 言吾 海 彰E: ま 年- 容 物 ら 月 訳 ○こ .発 で の
｣ 一言吾 を 1- + 乗 の 平 -与- -{F
ーこ宰 ｣ た ノ＼ り 応 家
続 受 の 六 二 日 注 出 じ 都
く り 成 し ､ の す 六二 落
.｢ さ 立 て 酉 ま 義 ち
弓 れ rl寺 ど の で 経 カゝ
流 プ チ 期 よ 亥 リ の ら
｣ ー め ～ 命
の ジ き 陸 を 屋
rブ可 ヤ クナ に 受 島
容 ソ り ¢ま ○ナ の
ノレ o 源 て 合
一代k
原 あ 濁 つ忙二丈 ら の
し た こ 十 的 求 ～ 源 す 的 f寸
L_ O L ､ ろ 現 を め . 監 氏 じ l 国
皇 言 竺 袋 雪 真 澄 墓 ｢辛 怒≡宇
ー ふう ｢良蔓 葦 蓋 違 え 義 ～ ～経 平 平Lr) 凍 凍命 プ チ のーこ カ ゝ 都 蘇笠｣カ}ら
美 雪 ≡ 真 筆 l
-｢ こ F 承 る の
惜 ら -与二 よ 谷
¢ナ を - う 合









































































































































































































































































































































































プチ 法 目 標 過程
i ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● 一一 S項
≡物 文 情 直 直 直 放 つ ｢ 文 と {反 古 疏 Jgi
≡冨吾 カユ 東を 契 釆 爽 盛 し､ な 買落 ち 名 文 =ヒ 節
: の ら や の の の の て ん 文 え i圧 の の す
≡ 内 抜 入 行 苦 ,山 人 考 ぢ: 容 き 物 動 悩 の 物 え がi ( る し､ 口舌 O や 調 坐普 る慕ぎ を 出 ノへ や を 変 像 る たi ま し 与 JL と イヒ を O め 茎 葛 品 プチ
: と て - 慣 ら を ま に の の れ 考 杏
: め 託 一 一こ え ー と をま 特 意 る え 深
≡ る み 周 つ る 出 め よ○ 味 り し､ O 来 る し､ 徽 味 Oを Qこ ;空 めら
わ の て 司壬 ○ 敵 つ 注 kこ
う 武 ま の ぞ カ､ 昔 : つ
○ 士 と 推 ｣ ん し しヽ
､~J め 孝多 と で な て
の ､ と し､ 朗 カ-i 考
一L､ 話 と う 冨宛 ら え
惜 し もを 合 せこ 故 する 文 る
襲 う ま 盛 O 三笹 感
す ○ と の の 想
デ耶 め 頁も リ 杏
分 る 持 .ズ 持
を ○ ち ム つ
古 さこ を
●一l ●芸




発 展 内 容
● ●●●●●●●●●:
過重 表｢教子物 胃 暗グ場朗歴冒:
び の ;す平材規 雷吾 鱗 P晶}レ面讃先史頭
､ 中 る家中の を の でーやす仮の
ク ' ( ○物の句 実売 ｢ きプ入る名二文:
ノ レ 乗 萱 萱 葦 ん 祇 る こ二物○主氏牽:
J i兄 だ 閑 よ とのし､を室
ブ タ 放そこ 送分 ーカ , 斬れ 聞一 作 賓 撃を ｣言古 をし 暗合 唱 童 萱 藁嚢蓋…
売 り衷 tL 寸合 虜FJう ､J○ カらゝ秤 .う しく) ヽ聾る 墓 篭 悪 妻 嚢 …
普 る て こ凸二_ ;



























































































































































































































教 材 芳名 慕a名
原 発 学二丈二 見 _
ぢ打 壬朽 + す 校
壬朽 - る . 【習
= う う 五 春 段 注 苫 ー 遷 F
全 プL つ つ - をま ｢ +文 く く 段 あ 春 .朋 J 響
段 L L ｢ キナ さま 注 枕 奉
｢ ○ き う ¢ま あ 二革二
香 も つ の キナ 千
炉 の く i さま
峰 i L 雨 の
の をこ き な ｣
暫 _毘 も ど




し ヽ カ ゝ
と し
原 吉見 古 教文 明 人
至持 去拝 + 学 代 l の 育
- 傍 習 表 随全 = 全 段 注 の 的 重任 一LI枕革 出版文 ブ く 文 ｢ + 目 随 と段 春 胴】標 蟹 ¢ま
Vく｢ ○ま 江 ｢ チ徒 奉
月 あ 枕
の ¢ナ 草
i,､ 〇王 子 然
と の ｣ :班
買 ｣ 蜜
｣
罷免 原 枕 二乗:明 文 j∵亡
｢ ｢ l 第 + 千 慕
枕 枕 ｢ - 現 空手
草 草 枕 全 段 代子 子 il打 文 IEL 籍
P ｢ r∫t二一｣ ｣ 千 春 訳
の の ｣ ーま + 午
鑑 内 の あ 朋I







原 忠 うt文 しヽ
至拝 + を ネ寸
- .a つ 【詞
全 段 注文 ｢ + つる S









































































































































































































































































































































































































































も舌 蟹 昔 至世の文 者 cT)
の の の ; 随 す
_礼 表 ち 挙 る
プチ 現 01 ーこ ､
や そこ : L7) 宰q 即
考 †仁一 見 … し 解
ヌL れ む を










内 容 -B 法
●● ● ●● ●●● ●●●●
考 白 と ｢ を 教 え 了fT 印 ベつ作ク'滑に清う作言古作内傍
え 分 め う鮮 作 科 プチ 今 負 ーて老ノレ少ま少○著し者容と暮三
､ カミ る ¢ま : る ‡亡羊 杏 Qこ 発 1,､〇ま1納■と納カミ合のをや
蜜 衰 ○ 窪 O の覗 上ヒ のベ 夏 残一つ 乗 るーす カ､Egプ常こ~一二め雷lヨう■中託雷きるiま分○国み注代 ､ を 六二 る ○季とな〇日の の 取 を
⊥ き の 召吾 速 記永 冒 ､ー~て 作 そーつ 然教 冨寺 る 参
∴ 釈 し ､ ん 薬 老 オ1分ブこの召海 に O 考
杏 Qこ だ 与ま の ぞ担つ どを つ ーこ
参 つ 歌 何 感 れ Lも の 略 し､
考 い 二二 7う→ じ の てり よ に て 意
〇㌧絵 て 一言詩 1 rlj プチ とを ′くノ 晴でP岸も昔 差 魔 窟 禁し ､J 負 ､ な し 耽 よ し 苛受 現
や 合 と ーこ 日 時 ､ す さ て カ 三 代
芸 ラ○ ~｢吾メう¢ナ仁君a)i0蛋 残つ 分 ーた ど 全 る: 夙 ○ 姦 宣 誓 姦
杏 た ち ん で じ 普 一言 れ う
付 見 " - 声 取 分 て ~宅看■
¢ナ 方 季 風 を つ 与ま し ､ 薬
て｢ ¢ま何 節 物感 に 響 こ き 最 遠
患 讐 枕革 カ ゝ と 趣比 カ-i て発 票を 詮 菅
嘉 毒 千｣ ベ ある る雫 ノ話 ぎ 慕


















































































































































































































































































































































































































































































































































































教 材 - 雷名 教岩.令
原 【 原 説 ノ＼ 翠文 参 文 明 GD
序 + 考 葺拝 委拝 + -｢ I -坦: f交
段 硯 ー ノ＼ - 傍 徒 潜 り と L到
全 至芸 全 九 全 (⊃ 法 然 作 人 :廷ぎ
二女: 雷吾 コと 段 文 九 十 二革 時｣ 一別 の
｢ 段 脚才苗 ｢ 注 の ー お 奉
ま 商 内 作 ス









原 召党 古 ∃枚文 明 _人
第 第 + 学 代 .l の 千iこ
九 四 傍 習 表 随 JL 出
全 二 全 五 注 の 的 I 版
文 段 二丈: 段 + 目 随 と脚 標 準 ○ま 聾
1<ふ ｢ ｢ 臼三 ｢ 千徒 毎
に あ 公 枕
｣ る 世 草







説 原 紘 莱明 文 然
序 宰 l 第 十 草 ′庁も
段 受 ｢ 二 現 啓
全 の 徒 全 三 代 籍
文 事 然 二女: フて 冨吾
I 去互 雪
ド原 ｣ + 亭
蓋 =, 蓋 ■ 要 望
里 芋
｣
+ T駅 忠 光文 i,ヽ
汀! + を 木寸
- 倭 づ 図
















































































































































































































































































































































… 古 筆舌 管 理
:.文 者 ･文 の 解
‡ の Lr) を 随 す
; 表 も 楽 蟹 る
; 現 の ■L に ー
;tーこ : の む 親 理
… 一間ニ 見 O L 解
; れ ■ プチ む を










発 展 内 容 方 法
● ● 一■ ● ●●●●●●●:
｣ ｢ をこ ク ' 苑 地 古比自コニ ･作艶ど内傍も…
と 徒 練 ノレ 衆 の 二丈ベ然 夫 者海の容投三の;
や 然 習 ー す 段 杏､や し さま｣ニよをや
ー ギく す フ ' る を 言売考人 て 人人う雷記語見≡
自 ｣ る ご ○ 就 ん . え 間 管 聞 手まなみ.沿三プぎ:
分 のの よ O と んそこ で 蒜 発 Qこ表 対 冨死朗 の 一人取を,し な 間る参や ;考蔓考 う 5式 じ し す を ぜ の○考え:
え ーこ tこ 瀬 ブこ 合 る 読 と: -｢ 一L､iこプチ
を ､ 入 女子 り う 蟹 す の 感 の をi
二女: 身 - 法 考 0 % る よ 涙 あ 意よ呈;
王巨 の 六二 師 え GT) う ｣ り 味か':
Iこ 回 段 カミ ブこ 考 な を プ チ カミーこ;
:Ef り を ど り え も 流 カ -1 硯す:
き の 選 の し プ チ の し と 代る;○
､ 自釈 然 U : 書 ち や感 だ た ら とと カ =L え ;亜
み や す な と じ 考 雷舌 ら う
合 人 ら 人 杏 プ チ え し わ雷
う 間O に 言 讐 まと と ∫ +∴書
つ 育 つ め 自 二フる ○る臼三
呈 尊 王 る 分GD カゝ カゝ忠言舌話 し
観 き 想 請 そ し しな
察 る 像 し れ %-&カS
し よ し Al=1 と ううち
た ラ つ を
●●一■
● ● ● ;
● 一■ ● ●









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































救 ♯丁 教f1名 書聖 ぎ名
原 吉 見 学文 明 葉 -
立 平 千 旅 + 文 l 75 -i 校
石 泉 住 立 現 学 ｢ 見 囲
荒 五 閑 寺 光 三 で 月 ち 代 的 お海 月 カゝ カゝ √静 代 の 日 雪 狂 恋 く 蛋 :廷 羊
盟 u 口 J ､や 同;さ ら の 分 をま 訳 毒 毛 の 崇 .lお - -
-y ■佐 を や 越 栄 カユ ～ + 細 蚕
波 あ 岩 後 輝 れ 表 脚 道
○こ つ ーこ の も の ノ＼ 百 三 ｣ く
め 間 五 句 句 の tO
て で 月 I を 旅 紳
琵永 雨 行 用至 の iEL
ま の く の 目
れ 降 春 柱 的
た り や さこ
句 残 .島 カユ 虚
l L 噂 lナ ■ 構
て き お 性
や く
原 説 原 お p#立 平 文 明 月 文 く
鍵fiU｣石 三三泉 + 旅 右 ｢ l 日 + の 巧守
の 形 寺 ft 傍 の 記 お 芭 Iま 現 細 Lt!I
声 領 の 注 目 弓 ー く 蕪 t 代 追 版
～こ 栄 的 用 の 古 語
立 細 部 糸 田 人 訳
石 ～ 分 遣 も 年
寺 夏 の ｣ 多
～ .草 内 の く
閑 や 容 旅 旅
カゝ 兵 iこ









文残 カ ゝ カ ゝ 三 月 + くJ ) 義
し ね な 代 日 脚 糸 田 塞
て て の さま 荘 .こ江 出
や 耳 曾 栄 も 版
光 驚 良 輝 表
望 カ ゝ ＼ ノ ＼












三見 お 束明 文 く
与ナ ｢ ｢ ｢ l な 三 ノ巧 + CTL) J穴
位 く く く 者 の 与ま 代の の の 芭 骨 栄 ～ 雪五 i凸 籍
紳 細 kM 燕 艮 籾 壬 表 訳 -.･I-.
道 道 道 .と ～ ノ ＼ + 秦
｣ ｣ ｣ ーま gr] 句 脚
の の の の を 注
我 旅 内 7乞 ′奄
カ ミ 容 に の
国 葬圧 柱
の 房 ーこ
糸 己 見 懸





JR 夏 光:文: 辛
な 三 月 + I 手寸
日 ｢ L喜一
の ーま 代 お 怨毒
骨 栄 t 語 く
良 輝 衰 訳 ◆～ ノ ＼ + の糸目
g r] 句 脚 追


































































































































































































































































































































































































































































































内 容 方 法 目 標 i過梶
● ●●-●● ●●●●*項
… の ｢ い 念 ｢ 表 ｢ ま ｢ 蘇己 僧F と 作 作 旅 理
; 気 行 て 頭 平 し 平 と 旅 行 文 . ら 老 老 人 解
: 持 く 考 に 泉 合 廉 め 立 文 の え の の や 杏
≡ ち 番 え .Ege L- う ｣ る ち 杏 耳呼 . る も J乱 入 潔
≡ を ｣ る し､ や ○ と 〈 ｣ 味 敬 o の し､ の め
; 考 と ′へ. て ｢ ｢ 言舌 の わ ーこ の を 世 るく〉
○ く 合 こ 寺 等 う カゝ し - え 輩
秋 う と ｣ ｣ 一三 ら 然 て 考 統 一こ
｣ ､ー弓 ､ の ーこ と Wl= え み つ
と 芭 一所S 描 芭 の 衣 方 味 し､
し､ 燕 分 力ゝ 煮 出 咲 の わ て
う の カユ わ の _∠ゝ_ココく' わ 特 う の
雷 ,じ ら て 族 しヽ ラ○ 微 o 作
薬 を 一 ㌧､ と iこ を 者
に 動 芭 る 旅 目 の
表 カユ 実在 1背 iこ 杏 蓑 思
き し の 崇 つ こ♪ 現 し､わた恩 を し､ ら と をてもし､とて く の とし､の(らの 関 らるーJ芭え考 わ え芭に燕 メL り る煮つカ-3.発を で
● ● ● ●芸
- ● ●● 救出
● ● - 一l 義
● ● ● 東田
● ● ● 光*寸
資料12 おくの細道の学習の手引き
発 展
● ●● ● ●● ●●;
玩 の -｢ す 芭 鑑 中 ｢ 中耳韓徴作二 ｢ を ｢ ;
敬 形 お る 燕 質 カ, お のーこーこ晶 句 草 出 閑 :
や に く O の 文 ら く 一●ノす注の を の し か i
13巨 ま の を 気 の をく一意理 豪 2 号 喜 …要 善 ○ ｣の 童完 :成 妻酎雪 雲 針
句 と 細 つ 田 に 細 暗 わし 解
を め 主EI の く 入 道 P昌 て て そこ
入 る ｣ 旬 ､ー一言 -? ｣ す しヽ ､｢こ 表⊆
オ1 〇 一二 た の a- 孟 琴 至
た つ ら も 句
帝己 し､ 好 ; %
笠を て き讐 葛 絹 差 .びく き 姦 発 色
妄 U;新 LT 誓 築 日宇= -部 カ





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ⅱ 期 Ⅰ 期 いな】別
リ｣ 一太 郎 抑 恥 1う 作丁耶 枠 本 手先 日ヨ 間
赤 ユ缶 人 三E 皇
人 子 ♪昧 良き弓 千 8-
天 一 こち †柾 習 家 不l:I敬
也 , し の 過 符 をこ
の ひ 野 ぎ つ あ
分 き ーこ て と れ
カ > の 炎 夏 吾 をゴ
れ LLー の き カ 1 % -
し の た 恋 そこ
. 時 し る ひ
ゆ つくーこ
雑 粗 雑 や仰 相 晩 商号





資料13 万葉集 古今集 新古今集の教材
栄詳 Ⅳ 先日 ⅠⅡ .期
石 大 †k ドガ 山
JH 伴 歌 人 ｣二
点け 家 歌 1意
+I 拷 良
め-i し カこ ら の 摩 浪 衣 母 人 も ず 食 の の 子
- き 匿 う 野 )Tl 道 裾 カ -1 ーこ 金 く め 野 浦 . の
つ 年 戸 ら そこ に ¢ま をこ 頭 行 も よ ¢ゴ Qこ iこ 浦 .
と の の に 眉笠 さ 今 1枚 カ ゝ く ∃三 . り 干 す 潮 ゆ
習 ~ 始 し ､ 照 た ら の り き さま も き とこ み 満 .ラ
カ-i ･め さ れ な す 墾 つ な ブこ 何 六こ も れ ち ち
芹措 の さ る こ下 手 り き で カミ せ り 思 薫 く .
れ 初 群 き rl≡ 道 泣 背 む し さま み ら
÷ナむ 竹 り く と ･ も ゆ しのそ
東 二束 雑 雑 雑 春 雑 雑
歌 歌 歌 歌 歌 歌 歌 .敬
● 一■ ●
●● ● ●●●
● ● ● ● 一■ ●
●● ●一l●
フJ< 歌 イ山 蒜
′J､ よ 作野 衣
｣ ､ ノ＼
田丁 しらず 老
う 才E 思 fF篭 秤･ 歌
ブこ の 一島
ブこ 色 つ JH
オコ ¢ま つ 潤
そこ 移 確 を .¢ま
恋 り オ1 瀬
し ーこ Cゴ iこ
き ¢ナ や な
りな る





宮 藤 藤 西 式 作普
内 原 原 行 子
卯ロ 俊 定 内
成 家 事妃
ヨ三
花 ま 見 堪句 な 道 JL ヨ 三 山 和敬
さ た わ と こ F の な の 深
そ や た め カ ゝ 辺 き 絡 み
う 見 せ て じ に 身 よ 春
比 ん 与ゴ 袖 な 清 一こ 絶 と
良 交 花 打 海 水 も え も
の 野 も ち 人 流 な
山 も ーま る 与ゴ
嵐 み ら る
じ う

















































































































































































































































































































内 容 . プチ法 目 標 過程
● ● ● ● ● ● ● 一一 ★ ● ● 節項
句 関 -そ- 脚 初 ヤ打 者 古 古 を tJF 理
切 係 れ 江 敬 崇 の 人 4ti 深 品
`オ1 な ぞ を ♂⊃ や 人 の /{ー め 世 す
や ビ オ1 顔 効 一山 の 人 狗:) る 界 る
リ を の ;考 莱 惜 JL 間 歌 ○ を ､
ズ と 和 ; ーこ 的 を を や 現 理
ム ら 歌 し 衰 思 言花 白 屯一 代 解
ーこ え iこ て 硯 しヽ み 然 味 と を
症 る 描 現 や 描 味 に わ ヌ寸 探
意 ( カゝ 代 '宅こPEl く わ 対 う 照 め
し 売 れ の 旬 o う す ○ と る
てそれぞ■宗敬を二凸:二日読する 襲 て %■=1 杏 . ○ る し ､
す し､ 理 忠 て
る る ーこ 解 L'ヽ と 解
〇 一愉 直 す そこ ら を
梅 岩と す る○ ふ え 広
し､ や れ ､ lプ
文 作葺き 者kこ の一女 JLhと 情め ､る 人ー言 問 る(I 宙 る典 ○宗へのa ,
● ●芸
● ● ● ●● 教出
● ● ● ● 義
一 ● 悪












































発 展 内 容 プチ 法
● ● ● ● ● ● - ● ● ● ● ●
｢ な 包子 歌 テ 好 好 を. 蘇 す 好 i,､ ~古 令 ズ む子 作
ti 物 き 集 ー き き 出 隆 き き て 人 作 ム き 晶
人 語 な を マ な な し ､A な な 冨古 の 晶 を な の
首 ろ二一一下 丘- 作 ( 歌 歌 口 赤ao l̂ 空 姦 5-,琴至 芸 … 垂 歌 歌を を L も合 ¢) 蛋 味 ーわ を 解
カ､ る 選 選 選 ; う の 現 ; う 朗 Qこ
る六- o こデ び び o 見 . 方 . ○ -mL=
し- そ , " 雷 汰Qこ し っプこ き .
を の ;tr1. 忠 考 : 一つ り ､
す 敬 え しヽ F7告 工
るく〉 め-i -｢ 一 遇 司欠 添 発 プチ て P昌 夫
坐 空 室 U; 首 え 衰 を ; %t. L Lま ′こ す 自 つ ′こ て
オ1 し､ -卜 暗 ず 鑑 る 分 ' き り 音 .
{= 貴 さ pLB 妄 ì‡ ○ ′こ を L WL=育 文 ち 出 て .
景 tJ,I i, je 空 を と し ､ 朗を :窪ぎ 比 Ar=1 言 霊妃
想f@して i !; ; : く ベ輿同 ラ 薬 すの る轡 o普
簡 せ〉 つ ーこ や
単 て き つ リ
● ● ●
●
● ● ● ●
●● ●
●一■ ●
十
六
好
き
な
歌
を
選
び
物
語
を
作
る
三
省
堂
の
も
の
が
あ
る
｡
お
わ
り
に
授
業
時
間
の
削
減
1
教
材
の
厳
選
1
教
材
の
共
通
化
と
い
う
一
連
の
流
れ
が
'
抗
し
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
｡
こ
う
し
た
一
方
で
'
各
教
科
書
ご
と
の
こ
だ
わ
り
'
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
呼
ん
で
も
よ
い
も
の
を
'
教
材
の
面
か
ら
も
'
手
引
き
の
面
か
ら
も
は
っ
き
り
と
確
認
し
え
た
よ
う
に
思
う
｡
学
習
者
の
個
性
の
尊
重
'
話
合
い
'
調
査
'
文
章
化
な
ど
の
体
験
の
重
視
'
手
引
き
の
発
展
的
学
習
課
題
を
中
心
に
し
た
能
力
差
へ
の
対
応
な
ど
'
現
下
の
教
育
課
題
へ
の
積
極
的
取
り
組
み
の
姿
勢
も
'
評
価
で
き
る
｡
だ
が
'
こ
う
し
た
新
編
集
の
教
科
書
の
古
典
教
材
も
'
真
に
所
期
の
目
的
に
叶
っ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
最
終
的
に
決
定
す
る
の
は
'
他
な
ら
ぬ
学
習
者
た
ち
で
あ
る
｡
現
場
か
ら
の
実
践
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
が
待
た
れ
る
｡
ウ
発
展
的
学
習
学
校
図
書
の
も
の
は
'
読
み
広
げ
と
読
み
深
め
と
を
兼
ね
た
'
や
や
高
度
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
o
東
京
書
籍
と
光
村
図
書
は
'
歌
集
作
り
(｢
〇
人
1
首
｣
'
テ
ー
マ
別
の
歌
集
)
を
と
り
あ
げ
て
い
る
｡
教
材
を
基
に
し
た
創
作
と
し
て
は
'
